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DXビジョン

INOUE MASAHIRO

井上 雅宏

日本のみならず 、グ ロ ーバル に 「お 客様に寄り添い、暮ら しを豊かにする 」 ために、 デジ タル を活用し 、大きな変革を進め てい ます 。

ク ルマ は 「所有 」 から 「使用 」 への シフ トが進んで おりま すが、 デジ タル技術は 「 人 、クル マ、 交通環境 」を結びつけ、

新たな価値を提供するための基盤とな りま す 。

こ の変革に おい て、私たちは製品だけ でな く 、人 、外部環境、そ して社内外組織 ・ プロ セス全体を

シ ーム レス にデ ジ タル化してい く必要が ありま す 。

特に、開発、生産、販売、共通業務などの各プロ セス を全面的にデジ タル化し、

迅速か つ効率的にダイ ハツ らし い車を提供する こ と を目指し ていま す 。

こ の取 り組み は、ア ジ ア や中南米など 、主に新興国にお ける グ ロ ーバル競争力を高め るための

基盤とな りま す 。

社内外の迅速なコミ ュ ニケー ショ ンも 、 変革を成功に 導 く重要な要素です。

私たちは S N Sなどを活用し、世界中の人々に向け て、ダ イハ ツの ビジ ョン を発信し 続けます 。

ま た、社内に おい ても 、新たな情報共有シ ステム を導入し、

組織を跨いで社員間の連携を強化し、 デジ タル変革を さ ら に加速させていき ま す 。

こ の変革の波に乗り 、 ダイハ ツら しい価値を提供し続けるため 、

皆様と共に新たな時代を切り開い ていく こと を目指して いま す 。

共に未来を創りま し ょ う 。

急激な環境変化に柔軟かつスピーデ ィに対応し、競争力を強化しつつ将来へ成長するためには、デジ タル技術

活用は必須です。組織体制を新たにすると同時に、「D Xビジョンハウス 」を策定しました。

ダイハツのDXが目指すこと



DXビジョンハウス

D Xビジ ョンハウスを実現するD X推進戦略として、 「モノづく り 」 「コトづく り 」 「 ヒト づくり 」の 3テーマにおいてD X1 ・

D X2 ・D X3の3本柱を、ボトムアップとトップダウンの両輪でアジャイルに取り組み、「従業員の幸せ、お客様や地

域の豊かな暮らし」＝「人にやさしいみんなのデジタル」を実現します。

DX推進の3本柱DXビジョンハウス

DX 1 デジタルを広める（デ ジタイ ゼーシ ョ ン）

これ ま でア ナ ログで行 って いた 業務を積極的に デ ジタ ルに 置 き換え、 デ ー

タ によ る見え る化 を促し 業務の効率化 ・生産性向上を図る。

DX 2 今を強くする（デ ジタライ ゼーシ ョ ン）

A I / B I / MB D な どの デ ジ タル技 術を活用 し 、 徹底的 なム ダ の可 視化 ・

既存業務の改 廃や電動化や コネ ク ト を始め と し た商品強 化を推進 、 お

客様ニ ー ズに応える商品・業務プ ロセ ス強化に繋げ る。

コ ネク ト デー タ
利活用

バ ー チ ャ ル
デ ザ イ ン評 価

モ デ ル ベ ー ス
開発

DX 3 未来をつくる（デ ジタル トランス フ ォ ーメーシ ョ ン）

デ ジタル ア プ リケ ーシ ョ ンの 活用で、 ダイ ハツ ・事業者様 ・関連業者様 ・お

客様がデ ータ で繋が り新 しい価値・新 しい コ ミ ュ ニケ ーシ ョ ンを産み出し 地

域の活性化に貢献してい く 。

新 し いコ ト
ビ ジ ネ ス

お 客 様向 け
ア プ リ ケー シ ョ ン

マ イ ク ロ
グ リ ッ ド ※

新 し いモ ビリ テ ィ
サ ー ビス

※ マ イ ク ロ グ リ ッ ド ： 「 分 散 型 電 源 」

将 来 の 電 動 化 で 、 電 力 需 要 の 増 加 が 予 測 さ れ る 。 ピ ー ク 電 力 の 平 準 化 の た め 、 A I で 電
力 需 給 予 測 を 行 うな ど の 仕 組 み を 検 討 。
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ド キ ュ メン ト
デ ジ タル 化

ダ ッ シ ュ ボー ド
経営



DXを進める全社組織体制

「 D X委員 会 」 は各 D Xプ ロ ジ ェ ク ト の進 捗確認 及び課 題に対 し迅

速に意思決定するため定期的に開催。

「 タ ス ク フォ ースチー ム 」は各 D Xプ ロジ ェ ク トの推進マネ ジメ ン トを実

施。ま た必要に 応じ特定領 域にお いて 強みを有する外部 企業 と連

携。

D X推進 にお い て今後 はD X と I Tが連携し なが ら 、 D X推進 に係る

各課題の解決に取り組みます 。

D Xビジョンハウスの実現に向け、取締役会の監督の下、D X推進に係る意思決定を行う「D X委員会」と各本部

の機能代表からなる組織横断型の「タスクフォースチーム」を設置し、各本部のD Xプロジェクト推進を加速します。

また、D Xと I Tが連携しD X推進に係る課題解決に取り組みます。

DXとITの役割DX推進体制

現状

D X I T

戦略 、企画な ど

実行 、導入な ど

あるべ き姿
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戦略 、企画

D X

ガバナン ス 、監査な ど

I T

実行 、導入

展開 、定着な ど



DX人材育成

D X推進のカギを握るのは、担い手となるD X人材の育成です。2 02 0年からのAI人材育成に加えて BIツール活

用やアプリ開発ができるD X人材を2 02 5年度までに1 ,0 00人※を目指し、最終的には全社員がデジタル技術が

活用できるように取り組んでいきます。

※専門コン テン ツ の受講者

情報セキュ リ テ ィ デー タベース デー タド リ ブ ン思考 D Xレ ディ ネス研修

テクノ ロジー トレ ンド デー タマネ ジメン ト ア ジャ イル 思考 D X基礎講座

I T リ テ ラシー 研修 デー タ リ テ ラシー デザ イン思考 D X リ テ ラシー 講座

中級研修

基礎研修

啓発研修

中級 レベ ル

基礎 レベ ル

初級 レベ ル

プ ロジ ェ ク ト
マ ネジ メント

チーム マネ ジメン ト

重要業績評価
指標 マネ ジメン ト

ロー コード研修

ノ ーコード 研修

上級 レベ ル
P B L

（ P r o j e c t  B a s e d  
L e a r n i n g ） D DI

専
門
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ン
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ン
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礎
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ン
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ン
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コ
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A I人材育成 B Iツ ール活用 企画 ・推進 ・ 主導 ア プリ 開発

難
易
度

高

高度なア プ リ をス ピー ディ に社内開 発でき る社内 開発者

「 DD I （ Da i ha ts u D i g i t al I nn ov a t or s ） 」 を

202 5年度までに50名の育成を目指す

独 立 行 政 法 人 情 報 処 理 推 進 機 構 が 公 開 し て い る 「 デ ジ タ ル ス キ ル 標 準 v e r . 1 . 0 」 の 5 つ の 人 材 類 型 に 置 き 換 え る と 、 A I 人 材 育 成 と B I ツ ー ル 活 用 は

デ ー タ サ イ エ ン テ ィ ス ト 、 ア プ リ 開 発 は ソ フ ト ウ ェ ア エ ン ジ ニ ア 、 企 画 ・ 推 進 ・ 主 導 は ビ ジ ネ ス ア ー キ テ ク ト / デ ザ イ ナ ー と な る 。
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風土改革

全社的なD X推進の機運を高めるため、グループ会社と一緒に「D X活用事例共有会」を実施しています。

「DX活用事例共有会」

グル ープ内でD X活用事例を共有、 リ アル な場とオ ンラ イン によ るハイ ブリ ッド型で実施する ことで参加者数は毎年増加 して います。

実施結果 「D X活用事例共有会」の様子
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風土改革

D XやAI活用に関する最新情報・アイデアが得られるよう、ゲスト講演と社内優良事例紹介の二部構成からなる

「ダイハツAIキャンプ」を継続して実施しています。

「ダイハツAIキャンプ」

ダイ ハツ A Iキ ャン プは D Xや A Iに関する最新情報やア イデ アを共有しナ レッ ジの横展開や A I導入の推進を目指す社内コ ミ ュニ テ ィ。 2 0 2 2年

3月か ら毎 月オン ラ イン イ ベン トを開催し 、毎回 2 0 0人以上の参加者がい ます 。ま た、 T e a m s へ の参加者も 2 , 0 0 0人を突破しま した 。 イベ

ン トのゲ ス トも ますま すパワ ーア ップ し、製造業を飛び越え他業種・他ジ ャン ル 、 そ してイ ンフ ルエ ン サー など注目の登壇者が続いてい ます 。

参加者数 「ダイハツ A Iキャンプ」の様子
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A Iキャンプレ ポート発行中

30回までの
累計参加者数 6,505人

30回までの
平均参加者数 216人

Teams
コミュニティ
参加者数

2,304人



風土改革

社員のデジタルへの取り組み・学習促進のツールとしてオープンバッジを配布しています。

表彰制度は、D X推進において、先進的な案件に取 り組み、優れた活動を行った社員を表彰する社内アワード

です。また認定制度は、D X人材育成の専門コンテンツを修了した社員にオープンバッジを贈呈しています。
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表彰制度・認定制度

表彰制度 認定制度

デ ジタル リテ ラ シー を高める意識付け、動機付け とな り、社内の バ ッジ ホル ダー同士の情報共有にも繋が っていま す。



デジタル化に向けたIT環境整備

必要 な デー タ を必要 な時に す ぐ使え る環 境整備と し て デ ー タ 分析 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム の構築 を進め 、 デ ー タ の

一元管理、リアルタイムな分析と可視化、データを用いた予測と洞察、データ駆動型の判断などによりビジネス上

の意思決定をより迅速かつ正確に行い、社内外の情報共有促進により生産性・収益率向上に繋げます。

データ分析プラットフォーム構築と活用のイメージ

D X 3  新しい コ ミュ ニ ケーシ ョ ンの 創出

事業者様・関連業者様 お客様

デ ータ 分析プラット フォー ム

社内外の情報共有やコラボ レー ショ ン促進

開発

調達

生産

販売

シ ス テ ム

D X 1  デ ジタル化情報の取 り込み

D X 2  デ ジタル技術の活用

デ ー タ 活 用 者

デ ー タ 利 用
シ ス テ ム

デー タ入出力

ストレ ージ デー タウェ ア
ハウ ス

デー タ変換
A P P基盤

高性能D B

A P I基盤

デー タカタログ

デー タ検索

A I ・ B I活用

A
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セキュリティ対応

お客様にご安心頂き、安全なサービスを提供するためにも、情報の取り扱いには十分に配慮してまいります。

また、私たちはプライバシーを第一に考え、お客様に喜ばれる製品やサービスを実施するよう取り組んでいます 。

セキュリティ対応の体制

情報管理の考え方

情報セ キュ リテ ィ

当社 は、情報 セキ ュ リ テ ィが事 業継続の重 要な基盤 であ る と いう 認識 のも と 、機密 と

なる情 報・製品 ・施設 の管 理ル ール を周知徹 底し てい ます。 ル ー ルを徹底 するため 、

従業 員に対 し、入社 時の研修など 情報セ キ ュ リテ ィ 教育を実 施し てい ます 。 ま た 、情

報セ キュ リ テ ィ強化月 間を設定し、最新の情報漏え いの事例な どを共有する こ とで従

業員の情報セキ ュリ ティ 意識を高め 、機密漏えい の防止に努め てい ます 。

個人情報の保護

当社は、事業を通じてス テー クホル ダー の方々か ら頂いた 大切な個人情報を守るた め

に 、 プ ラ イバ シー ポ リシ ー を定めて 適切に 管理して います 。 プ ラ イバ シー ポ リシ ー は 、個

人情 報保護 法の改正に 応じ て常に ア ッ プ デー ト して い ま す。個人 情報保 護の取り組

み とし て 、監査 の実施 、適切 な委 託先の選 定 、個人 情報 保護の覚 書の締結 などを

行ってい ま す。 こ の よう な取 り組み によ り、 2 0 2 1年度にお け る個人情報の漏えいは あ

りま せん。
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方向づけ 報告

【 内部統制委員会】

委員長：副社長

【 機密 ・情報管理部会】

部会長： I T統括部長

事務局：情報セキ ュリ テ ィ マ ネジメン ト室

推進部署

社内本部

機密管理
責任者

グループ会社
販売会社

内部統制
責任者

展開

図
形

WEB:プライバシーポリシー
W E B :プ ラ イバシー ポリ シー

「 内部統 制委員会 」は企業 価値の向上 ・財務報 告の信 頼性確保 ・法令遵 守および

機密 管理 強化 など を目的 とし 、 セ キ ュ リ テ ィ 対応 など方 向性 を議論 して い ま す 。 「 機

密 ・情報管理部会 」は必要に 応じセ キュ リテ ィ に係る規則やガ イド ラ イ ンを制定し 、社

内各本部やグル ープ会社などへ展開し ていま す。

https://www.daihatsu.com/jp/privacy.html
https://www.daihatsu.com/jp/privacy.html
https://www.daihatsu.com/jp/privacy.html


KPI KP Iの考え方

デジ タル活用

【D X 1 】
社内規定ドキュメ ント数に対する
デジ タル化対応ドキュメント数

D X推進を通じて、A IやB Iツール活用などの
デジ タル活用比率の増加を目指す。

【D X 2 】
社内部署数に対する A I ・B I活用部署数

【D X 3 】
新しく産み出した
お客様・取引先様との コミュニケーション数

データ分析
プラ ット フォームの
構築

プラ ット フォームを活用した部署数
部署毎に必要な情報を整理し、デ ータマネジ メント
すること によ り、活用比率の増加を目指す。

D X人材育成 D X人材の育成人数
D X人材（ A I活用・ B Iツール活用・ア プリ開発人
材）を 20 25年度末までに 1 , 00 0人の育成を目指す。

風土改革 D X活用事例の共有件数 D X活用事例の共有を目指す。

D X推進に係る成果・進捗指標

D X推進に係る成果・推進指標（KP I）を設定し、D Xの推進状況を確認・点検することで、各本部のD X推進

を支えてまいります。
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